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【灰色背景の部分は削除してください！！】
・余白（左右 32 mm，上 45 mm，下 40 mm）は変更しないで下さい。
・ファイルサイズは500 kB以内を推奨します。
・要旨は1ページ以内です。
・文字サイズ：タイトルは14ポイント、所属・氏名以降は11〜12ポイント程度
・行間は文章量にあわせて調整していただいて結構です。下部が空白で問題はありません。
・講演番号の記載は不要です。要旨集作製の際にシステム上で記載します。
・推奨フォント：MS明朝，MSゴシック，Times, Times New Roman, Arial, Helvetica, Symbol
・要旨集は白黒印刷になります。
・単位，物理量とその記号，引用文献の表記の仕方については，以下のURLからダウンロードできるPDF
　ファイルを参照してください。
　https://www.jsac.or.jp/~wabnsk/pdf/toukoukitei_20200630.pdf
【緒言】メソポーラスシリカ（MPS）の均一メソ細孔空間では、サイズマッチしたタンパク質の機能と安定性の向上が報告されている。本研究では、ミオグロビン吸着MPS（MPS/Mb）の散乱プロファイルの解析モデルの検討を行った。
【実験】MPS粒子をMb水溶液に加え、一晩振とうすることでMPS/Mb複合体を調製した。このMPS/Mb複合体をコントラスト変調水（重水と軽水の混合物）に懸濁させて、J-PARCの物質・生命科学実験施設にあるBL15「大観」でSANS測定を行った[1]。
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図1　MPS/Mbの模式図

【結果と考察】100% D2OにMPS粒子を懸濁させた試料のＳＡＮＳプロファイルでは，ヘキサゴナル細孔構造に由来するブラッグ回折が観察された。そこで，D2Oが100〜40%のコントラスト変調水にMPS/Mbを懸濁させてSANS測定を行い，得られたSANSプロファイルを特異値分解法で解析することでそれぞれの部分散乱関数を算出した。また，Mb吸着量を変化させたMPS/Mbについては，100%D2O中に懸濁させて一連のSANSプロファイルを得た。以上の測定結果を基に，MPS/Mb複合体の散乱モデルを議論した。

[1] J. Kijima, Y. Shibuya, K. Katayama, T. Itoh, H. Iwase, Y. Fukushima, M. Kubo, A. Yamaguchi, Anal. Sci., 2018, 34, 1393.
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